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「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の１つのアプローチとして、「児童の学びの姿」

と児童の学びの姿を実現する「教師の働きかけ」の双方の視点から授業改善を図ることが大切です。 

本単元においては、次のような視点で授業改善を図ります。 

 

 

⑴ 単元の目標 

① 原因と結果など情報と情報との関係について理解することができる。   〔知識及び技能〕⑵ア 

② 筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えることができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ⑴イ 

③ 目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意見とを区別して

書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができる。                     

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ⑴ウ 

④ 言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語の大切さを自覚して思いや考えを伝え

合おうとする。                          「学びに向かう力、人間性等」 

⑵ 単元で取り上げる言語活動 
  日本文化のよさについて、書き表し方を工夫して文章を書く。 

                          （関連：〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ⑵ア） 

⑶ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①原因と結果など情報と情報との関

係について理解している。（⑵ア） 

  

①「書くこと」において、筋道の通っ

た文章となるように、文章全体の構

成や展開を考えている。 （Ｂ⑴イ） 

②「書くこと」において、目的や意図

に応じて簡単に書いたり詳しく書

いたりしているとともに、事実と感

想、意見とを区別して書いたりして

いるなど、自分の考えが伝わるよう

に書き表し方を工夫している。 

                         （Ｂ⑴ウ） 

①粘り強く、書き表し方を工夫

し、学習の見通しをもって日本

文化のよさを伝える文章を書

こうとしている。 

 

児童の学びの姿 本単元における教師の働きかけ 

「「主体的な
学び」 

自分の学習活動を振り返っ

て次につなげる。 

・身に付けることができた資質・能力を振り返る場面を設定する。 

「「対話的な
学び」 

児童同士の協働や、教職員

や地域の人との対話を通じ、

自分の考えを広げ深める。 

・児童が自他の考えの共通点や相違点に気付くことができるよう

に、ＩＣＴを活用して、互いの考えを比較する場面を設定する。 

「「深い学び」 
情報を精査して考えを形成

する。 

・収集した情報を比較や分類したり、関係付けたりして情報を整理

し、それを基に自分の考えを形成する場面を設定する。  

  
小学校国語科 
授業改善事例Ⅱ 

第６学年「書き表し方を工夫して、よさを伝える文章を書こう」
（全６時間） 

内容のまとまり 第５学年及び第６学年 

〔知識及び技能〕⑴言葉の特徴や使い方に関する事項 

〔思考力、判断力、表現力等〕「B書くこと」 

 

重点的に指導及び評価する指導事項 B⑴ウ 

目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりする
とともに、事実と感想、意見とを区別して書いたりするな
ど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。 

２ 本単元の概要                

 

１ 本単元における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善のアプローチ 
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⑷ 本単元の指導と評価の計画（全６時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 

〇 言語活動のモデルとして、教師

が作成した文章を基に、文章

全体の構成や書き表し方の

工夫について交流する。 

 

 

〇単元の学習活動の見通しをも

つ。 

・ 言語活動のモデルとして、教師が作成した文
章を基に交流することで、文章全体の構成

や自分の考えたことが伝わるような書き表し

方の工夫に気付くことができるようにする。 

・ 気付いた工夫を「よさを伝える文章を書くポ
イント」として確認する。 

・ 言語活動のモデルとして、教師が作成した

文章を示すことで、単元の学習活動の見通

しをもち、各自で学習計画を立てることが

できるようにする。 

 

２
・
３
・
４ 

〇日本文化について考え、書く

題材を決める。 

 

〇  選んだ題材のよさとそれを支

える理由や事例となる情報を

集め、記録する。 

 

〇集めた情報を整理し、  【つな

げる図】（資料１）を用いて、

文章全体の構成を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ウェビングマップを用いて、日本文化から連

想される言葉や情報を書き出し、それを基

に、題材を決めることができるようにする。 

・ 図書資料やインターネットの資料から、選ん

だ題材のよさと、それを支える理由や事例

となる情報を集め、ワークシートに記録する

よう促す。 

・ 「始め」、「中」、「終わり」を視覚的に捉え、

筋道の通った文章となるように、【つなげる

図】を用いて文章全体の構成を考えること

ができるようにする。 

・ 集めた情報を比較や分類したり、関係付け

たりして整理し、【つなげる図】の「中」の部

分に入れることができるようにする。 

・ 【つなげる図】を基に、優先順位を考えて簡

単に書く部分と詳しく書く部分を考えるな

ど、相手に分かりやすく伝わるような文章全

体の構成を工夫し、書き表し方の工夫につ

なげるよう促す。 

５
・
６ 
〇  【つなげる図】を基に、下書き

をする。 

 

 

 

 

 

〇 下書きを見直す。 

 

 

 

 

 

〇下書きを修正し、 清書する。 

 

 

○ 単元の学習を振り返る。 

・ 選んだ題材のよさとそれを支える理由や事

例を、目的や意図に応じて、簡単に書いた

り詳しく書いたりすることを意識し【つなげ

る図】に追記するよう促す。 

・ 選んだ題材のよさがよりよく伝わる文末表

現などを確認し、自分の考えが伝わるよう

に書き表し方を工夫できるようにする。 

・ 下書きを見直す際は、単元の導入で児童と

確認した、「よさを伝える文章を書くポイン

ト」を示し、それを基に見直すことができる

ようにする。その際、 互いの下書きを読み

合い、１人１台端末を用いてコメントを相互

に記入して送るよう促す。 

・ 完成後は考えたことや書き表し方のよさを

友達と伝え合い、自分の文章のよいところ

に気付くことができるようにする。 

・ 自分の考えたことを伝えるために、どのよう

に書き表し方を工夫したのかを振り返るこ

とができるようにする。 

 

［思考・判断・表現①］ 

【つなげる図】・観察 

・筋道の通った文章となるよ

うに、文章全体の構成や展

開を考えているかの確認 

［知識・技能①］ 

【つなげる図】・観察 

・原因と結果など情報と情報

との関係について理解する

ことができているかの確認 

単元において、児童の

学習状況を適宜把握す

る場面を設定します。 

ここでは、〔記録に残す

評価〕のみを位置付け

ていますが、学習内容

を確実に習得できるよ

うにするため〔指導に

生かす評価〕を適宜行

います。 

［主体的に学習に取り組む態

度①］ 

振り返りの記述・観察 

・粘り強く書き表し方を工夫

し、学習の見通しをもって日

本文化のよさを伝える文章

を書こうとしているかの確

認 

［思考・判断・表現②］ 

【つなげる図】又は、ノート等

の記述・観察 

・目的や意図に応じて簡単

に書いたり詳しく書いたり

するとともに、事実と感想、

意見とを区別して書いたり

するなど、自分の考えが伝

わるように書き表し方を工

夫しているかの確認 

資料１ 【つなげる図】（例） 

文
章
全
体
の
構
成
を
図
式
化
し
た
も
の 
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単元の終末の振り返り 

 

 

 

 

⑴ 児童の「自分の学習活動を振り返って次につなげる」姿を実現する教師の働きかけ 

 

 

 

児童が自分の学習活動を振り返って次につなげることができるようにするために、身に付けることが

できた資質・能力を振り返る場面を設定することが大切です。本単元では、単元の導入で、児童が単元

を通して身に付ける資質・能力を捉え、単元の見通しをもつことができるようにします。そして、その

見通しを基に、１単位時間の終末や単元の終末において、児童が自分の学習活動を振り返り、次の学習

活動につなげることができるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 児童が自分の学習活動を振り返って次につなげることができるようにするために、１単位時間の終末
や単元の終末において、身に付けることができた資質・能力を振り返る場面を設定することが大切です。 

１単位時間の終末の振り返り(第５時) 

３ 本単元における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた教師の働きかけの具体例 

この単元で身に付けた書き表し

方の工夫を、今度は、読書感想文

に生かしてみよう（資料４）。 

資料４ 第６時（単元の終末）における児童Ａ
の振り返り 

児童Ａ 
児童Ａ 

《単元の学習活動の見通しをもち、学習計画を立てる場面（第１時）》 

 

 
「主体的な学び」
の実現に向けて 

 

自分の学習活動を振り返って次に
つなげる。 

身に付けることができた資質・能力
を振り返る場面を設定する。 

前単元の読む学習では、日本文化のよさについて学習しましたね。そこで、日本文化のよ
さを伝える文章を書いてみました（資料２）。先生は、日本文化のよさが読む人に伝わる
ようにどのような工夫をしたと思いますか。 

教師 

よく見ると段落ごとに書いている
分量が違います。 

児童Ｂ

Ａ 

先生は、簡単に書く部分と詳しく
書く部分を考えて、文章を書いた
のではないでしょうか。 

なるほど。ほかには、どのような工
夫があるのかな。 

児童Ｃ

Ａ 
資料２ 言語活動のモデルとして教師が作成した文章 

 

《自分の学習活動を振り返る場面（第１時～第６時）》 

 

ほかにも「よさを伝える文章を書くポイント」がありそうですね。日本文化のよさを伝
える文章を書く活動を通して、書き表し方を工夫することができるようになりましょう。
では、単元を見通して学習計画を立てましょう。 

今日の学習活動を振り返りましょう。 
また、それを基に、次の学習活動にどの
ようにつなげるか考えて書きましょう。 

教師 

資料３ 第５時における児童Ａの振り返り 

第
五
時
の
ふ
り
返
り 

友
達
の
意
見
を
生
か
し

て
、
簡
単
に
書
く
部
分
と

く
わ
し
く
書
く
部
分
に
気

を
付
け
て
下
書
き
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。 

次
の
時
間
は
、「
な
ら
で

は
だ
」
の
よ
う
な
文
末
表

現
を
使
っ
て
書
く
こ
と

で
、
和
食
の
よ
さ
が
伝
わ

る
よ
う
に
し
た
い
。 

単
元
の
ふ
り
返
り 

こ
の
学
習
で
、
和
食
の

よ
さ
が
伝
わ
る
よ
う
に
簡

単
に
書
い
た
り
く
わ
し
く

書
い
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
文
末
表
現

を
工
夫
す
る
こ
と
で
和
食

の
よ
さ
が
よ
り
伝
わ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。 

学
ん
だ
こ
と
を
、
今
度

の
読
書
感
想
文
に
生
か
し

た
い
。 

単元の学習活動を振り返りましょう。 
また、それを基に、実際の生活にどのよう
に生かすのか考えて書きましょう。 

教師 
今日は、下書きをしたけど、次は、

もう少し文末表現に気を付けて

和食のよさが伝わるようにした

いな（資料３）。 

児童Ａ 

児童の学びの姿 教師の働きかけ 
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⑵ 児童の「児童同士の協働や、教職員や地域の人との対話を通じ、自分の考えを広げ深め
る」姿と「情報を精査して考えを形成する」姿を実現する教師の働きかけ 

   

 

 

 

 

 

児童が自分の考えを広げ深めながら、情報を精査して考えを形成できるようにするために、情報を

整理したり、互いの考えを比較したりし、それを基に自分の考えを形成する場面を設定することが大

切です。本単元では、単元の後半で、児童同士の対話を通じ、集めた情報を整理したり、ＩＣＴを活

用して互いの考えを比較したりすることで、文章全体の構成を考え、下書きを見直すことができるよ

うにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「対話的な学び」
の実現に向けて 

 児童の学びの姿 教師の働きかけ 

児童同士の協働や、教職員や地域の
人との対話を通じ、自分の考えを広
げ深める。 

 
児童が自他の考えの共通点や相違点に
気付くことができるように、ＩＣＴを活
用して、互いの考えを比較する場面を設
定する。 

「深い学び」 
の実現に向けて 

 

情報を精査して考えを形成する。 
収集した情報を比較や分類したり、関係付
けたりして情報を整理し、それを基に自分
の考えを形成する場面を設定する。 

児童の学びの姿 教師の働きかけ 

資料５ 児童Ｂが情報を集めた
ワークシート  

《集めた情報を整理し、【つなげる図】を用いて、文章全体の構成を考える場面（第４時）》 
 

資料６ 児童Ｂが文章全体の構成
を考えた【つなげる図】  

ワークシート（資料５）を見ながら、自分が集めた情報同

士を比べたり、関係付けたりして整理しましょう。整理を

進める中で、必要なときは、友達に相談してもいいですよ。 

児童Ｂ 

児童Ａ 

そうだね、では、その４つのよさを取り上げよう。 

 

お節料理などの「行事食」は、いろどりやかざり付けがき

れいだから、「見た目」と関係付けられそうだよ。 

私が集めた情報の「栄養」と「見た目」には、外国の方か

らの人気が高いという共通点があるね。ほかにもあるかな。 

そうだね。まず、「見た目」について詳しく書こう。次に、

「歴史」、「行事食」を簡単に書いて、最後に、「栄養」につ

いて詳しく書こう。「終わり」の部分はどうしようかな。 

集めた情報を整理し、相手に分かりやすく伝わるような文

章全体の構成を考えることができましたね（資料６）。で

は、【つなげる図】を基に、下書きをしましょう。 

《【つなげる図】を基に、下書きをする場面（第５時）》 
 

和
食 

 
 
 

 
 

児
童
Ｂ 

 

そ
の
よ
さ
の
一
つ
は
、
「
見

た
目
」
の
美
し
さ
だ
。
立
体
的

で
高
低
を
付
け
た
盛
り
付
け

や
、
い
ん
陽
、
季
節
感
、
空
間

が
あ
る
な
ど
、
せ
ん
細
な
見
た

目
の
美
し
さ
か
ら
外
国
の
方

か
ら
の
人
気
が
高
い
。 

 

和
食
は
、
平
安
時
代
に
だ
し

汁
を
調
理
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
。 

 

ま
た
、
和
食
は
「
栄
養
」
バ

ラ
ン
ス
の
高
さ
で
あ
る
。
…
… 

資料７ 児童Ｂの下書きの一部 

和食のよさが伝わるように書き表し方を工夫して、下書き

をすることができました。 

「栄養」「行事食」「見た目」「歴史」をどのような順で書く

と、和食のよさが読む人に分かりやすく伝わるかな。 

確かにそうだね。そう考えると「行事食」は、歴史や伝統

もあるから、「歴史」とも関係付けられそうだよ。 

取り上げたよさと、その理由や事例を【つなげる図】の「中」

の部分に入れて、文章全体の構成を考えましょう。 

１番目と４番目（【つなげる図】の「中」の部分の①と④）

に、特に伝えたいよさについて書いたらどうかな。 

なるほど。外国の方からの人気が高いということは、外国

の方にもよさが伝わっていると言えるね。「終わり」の部分

では、このことを基に和食のよさについてまとめよう。 

特に伝えたいよさである「見た目」と「栄養」の共通点か

ら和食のよさについてまとめてみたらどうかな。 

児童Ｂは、下書き（資料７）をする。 

 

 

児童Ｄ 

教師 
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《下書きを見直し、修正、清書する場面（第５～６時）》 

 

和
食 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

児
童
Ｂ 

 

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
日
本 

 

そ
の
よ
さ
の
一
つ
は
、「
見
た

目
」
の
美
し
さ
で
あ
る
。
立
体
的

で
高
低
を
付
け
た
盛
り
付
け
や

い
ん
陽
、
季
節
感
、
空
間
な
ど
へ

の
気
配
り
は
、
和
食
な
ら
で
は

だ
。
そ
の
せ
ん
細
な
「
見
た
目
」

の
美
し
さ
こ
そ
、
外
国
の
方
か

ら
の
人
気
が
高
い
理
由
だ
。 

 

和
食
の
歴
史
は
、
平
安
時
代

に
ぜ
ん
宗
が
流
行
し
た
際
、
だ

し
汁
を
調
理
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
。 

和
食
の
歴
史
と
見
た
目
の
美

し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
の
が
行
事

食
で
あ
る
。 
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← 

コメ

ント 

和食のよさが伝わるように、文末表現をもう少

し工夫したいな。友達は、どのような書き表し

方をしているのかな。 
児童Ｂ

Ａ 

Ｃさんの下書き（資料９）には、「ならではだ」

という文末表現があるね。私の下書きのどの部

分に加えるといいか、Ｃさんに相談してみよう。 

 

「
よ
さ
を
伝
え
る
文
章

を
書
く
ポ
イ
ン
ト
」 

 

❶
簡
単
に
書
く
部
分
と

く
わ
し
く
書
く
部
分

を
考
え
て
書
く
。 

❷
事
実
と
感
想
、
意
見
を

分
け
て
書
く
。 

❸
選
ん
だ
題
材
の
よ
さ

が
伝
わ
る
よ
う
な
文

末
表
現
で
書
く
。 

資料８ よさを伝える文章を書くポイント 

選んだ題材のよさが伝わるように、書き表し方

を工夫できているか、「よさを伝える文章を書

くポイント」（資料８）を基に、下書きを見直し

ましょう。 
教師 

児童が自分の考えを広げ深めながら情報を精査して考えを形成するために、情報を整理したり、互いの
考えを比較したりし、それを基に自分の考えを形成する場面を設定することが大切です。 

花
火 

 
 

 
 

 

児
童
Ｃ 

 

日
本
の
花
火
の
美
し

さ
と
そ
の
は
く
力
は
、 

そ
の
せ
ん
細
な
感
覚
や

技
術
の
高
さ
は
、
日
本

な
ら
で
は
だ
。
日
本
の

職
人
わ
ざ
を
生
か
し
、

火
薬
を
配
置
し
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
美
し
い
球

形
の
花
火
が
生
み
出
さ

れ
て
い
る
の
だ
。 

ぼくは、日本の花火のよさの中でも、特に

伝えたいよさの「形」の部分に「ならでは

だ」という文末表現を使ったよ（資料９）。 
児童Ｃ 

Ｃさん、私も「ならではだ」という言葉

を加えてみようと思うけれど、下書きの

どの部分に加えるといいかな。 資料９ 児童Ｃの下書きの一部 

修正が進んでいますね。コメント欄（資

料 10 右）にある友達からのアドバイス

や感想も参考に、更に見直して修正し、

清書としましょう。 

和
食 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

児
童
Ｂ 

 

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
日
本 

 

そ
の
よ
さ
の
一
つ
は
、「
見
た

目
」
の
美
し
さ
で
あ
る
。
立
体
的

で
高
低
を
付
け
た
盛
り
付
け
や

い
ん
陽
、
季
節
感
、
空
間
な
ど
へ

の
気
配
り
は
、
和
食
な
ら
で
は

だ
。
そ
の
せ
ん
細
な
見
た
目
の

美
し
さ
か
ら
、
外
国
の
方
か
ら

の
人
気
が
高
い
。 
 

和
食
の
歴
史
は
、
平
安
時
代

に
ぜ
ん
宗
が
流
行
し
た
際
、
だ

← コメント 
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 児童Ｄ 
外国の方から
の人気が高い
ことを伝える
部分にも、｢こ
そ、～だ｣の文
末表現が加え
られそうだね。 

 

児童Ａ 
「よさ」を「み
力」と書き表し
してもいいね。 

児童Ｃ 
「 ～ と 言 え
る」という文
末の言葉で意
見を表してい
ることが分か 

資料 11 児童Ｂの清書 

日本文化のよさを伝える文章を書くこ

とができましたね（資料 11）。単元の学

習活動を振り返りましょう。また、それ

を基に、実際の生活にどのように生か

すのか考えて書きましょう（資料 12）。 

資料 10 児童Ｃからのアドバイスを参考に修正した
児童Ｂの下書き及びコメント欄 

《単元の学習活動を振り返る場面（第６時）》 

 

Ｄさんのコメント を参考に「見た目の

美しさこそ、外国の方からの人気が高い

理由だ」と書いてみよう。 

 

単
元
の
ふ
り
返
り 

友
達
に
相
談
し
た

り
、
何
度
も
考
え
直
し

た
り
し
た
こ
と
で
、
和

食
の
よ
さ
が
伝
わ
る
よ

う
に
書
き
表
し
方
を
工

夫
し
て
文
章
を
書
く
こ

と
が
で
き
た
。 

学
ん
だ
こ
と
を
、
図

書
委
員
会
で
本
の
よ
さ

を
伝
え
る
と
き
に
生
か

し
た
い
。  

資料 12 第６時（単元の終末）における児童Ｂ
の振り返り 

友達の下書きを参考にしてみてもいいですよ。 

児童Ｂは、児童Ｃに相談に行く。 

なるほど。私も特に伝えたいよさの「見た

目」の部分に加えてみよう（資料 10左）。 

児童Ｂは、下書きを見直し、修正する。 


